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1.  平成23年6月期第1四半期の連結業績（平成22年7月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第1四半期 6,075 2.7 △112 ― △118 ― △100 ―
22年6月期第1四半期 5,915 2.4 122 ― 105 ― 219 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年6月期第1四半期 △10.83 ―
22年6月期第1四半期 23.74 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第1四半期 19,705 5,660 28.7 611.02
22年6月期 18,894 5,825 30.8 628.87

（参考） 自己資本  23年6月期第1四半期  5,660百万円 22年6月期  5,825百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00
23年6月期 ―
23年6月期 

（予想）
0.00 ― 10.00 ―

3.  平成23年6月期の連結業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

16,500 3.1 1,500 △11.2 1,530 △8.2 830 △27.4 89.59

通期 29,000 2.3 1,520 △24.8 1,550 △21.8 740 △41.1 79.87



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信(添付資料)３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期1Q 9,295,000株 22年6月期 9,295,000株
② 期末自己株式数 23年6月期1Q 31,012株 22年6月期 31,012株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期1Q 9,263,988株 22年6月期1Q 9,265,208株
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当第１四半期連結累計期間（平成22年７月１日～平成22年９月30日）におけるわが国経済は、企業収益
の改善等一部で景気回復傾向が見られたものの、依然として雇用情勢は厳しく、個人消費の低迷などが続
いていることに加え、海外における経済の減速懸念や急激な円高進行など、引き続き厳しい状況で推移い
たしました。 
当社グループを取り巻く経営環境につきましても、長引く景気低迷の中、消費者の節約志向・低価格化

志向がさらに強まり、競合企業との価格競争の激化ならびに依然として食料品関連への支出が低迷した状
況にありました。さらに今夏は記録的な猛暑が続き、当社グループ製品の販売環境は厳しい状況が続きま
した。 
このような環境の中、当社グループでは最優先に取り組んでおります「安全・安心」な商品の提供を念

頭にお客様の消費動向を捉えながら、効果的な販売促進施策の推進により売上高の確保に努めてまいりま
した。 
以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は60億75百万円、営業損失は１億12百万円、経常損失

は１億18百万円となりました。 
当社グループにおけるセグメントごとの経営成績の概況は以下の通りであります。 

  

①  水産練製品・惣菜事業 
当セグメントにおきましては、個人消費の低迷とデフレ環境の続くなか、競合企業との競争も依然と

して厳しい状況で推移いたしました。  
また、長期間に及んだ記録的猛暑により、水産練製品の消費は大きく低迷し、例年、第１四半期終盤

から始まる「おでん関連商品」の需要も立ち上がりが大きく遅れることとなりました。 
主な商品の販売動向といたしましては、「食品」「シーサラダ」「調理済」部門が総じて順調に推移

いたしました。 
「食品」部門におきましては、猛暑の影響を受け、涼味商品の需要が拡大したことにより前年同四半

期を上回る実績で推移いたしました。 
「シーサラダ」部門におきましては、主力商品のリニューアルによる商品価値の向上が支持され引き

続き順調に伸張いたしました。 
「調理済」部門におきましては、販売促進の強化と商品の簡便性が支持され８月下旬より需要が活性

化し大きく伸張いたしました。 
一方、「蒲鉾」「竹輪」部門におきましては、主に低価格帯商品における競争の激化などの影響もあ

り、前年同四半期を下回る結果となりました。 
以上の結果、当セグメントの売上高は50億75百万円（前年同四半期比22百万円(0.5％)の増加）、営

業損失は２億21百万円となりました。 
  
②  きのこ事業 

当セグメントにおきましては、記録的な猛暑や、７月中旬の記録的な大雨などの気象変動に伴う野菜
の生育不良により、流通量が減少し価格が高騰する環境となりました。 
当社製品におきましては、まいたけの機能性がマスメディアに取り上げられ需要の拡大につながり、

加えて主力顧客への販売強化の取り組みにより業績は堅調に推移し、売上高は前年同四半期を大きく上
回る実績となりました。 
以上の結果、当セグメントの売上高は８億95百万円（前年同四半期比１億45百万円(19.4％)の増

加）、営業利益は１億９百万円となりました。 

  

③ その他 
（運送・倉庫事業） 

運送部門におきましては、新規取引の増加により売上高は前年同四半期を上回る結果となりました
が、燃料価格の上昇等により利益は前年同四半期を若干下回る結果となりました。 
倉庫部門におきましては、景気低迷により新規入庫数量が減少し、在庫保管料収入中心の売上構成と

なり、前年同四半期を下回る結果となりました。 
以上の結果、当部門の売上高は38百万円（前年同四半期比11百万円(22.9％)の減少）となりました。 

（ゴルフ場事業） 
当部門におきましては、景気低迷や春季における低温傾向等、厳しい状況もありましたが、オフシー

ズンにおける営業活動が奏功したこともあり、来場者数、売上高とも前年同四半期を若干上回る結果と
なりました。 
以上の結果、当部門の売上高は65百万円（前年同四半期比2百万円(4.5％)の増加）となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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（資産・負債及び純資産の状況） 
① 流動資産 

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は60億99百万円（前連結会計年度末比８億41百
万円の増加）となりました。これは主に季節的要因による受取手形及び売掛金の増加、需要期に備えた
商品及び製品、仕掛品の増加によるものであります。 
② 固定資産 

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は136億６百万円（前連結会計年度末比31百万
円の減少）となりました。これは主に減価償却進行による有形固定資産の減少によるものであります。 
③ 流動負債 

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は101億51百万円（前連結会計年度末比６億53
百万円の増加）となりました。これは主に季節的要因による支払手形及び買掛金ならびに短期借入金の
増加によるものであります。 
④ 固定負債 

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は38億93百万円（前連結会計年度末比３億22百
万円の増加）となりました。これは主に社債の発行によるものであります。 
⑤ 純資産 

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、四半期純損失の計上に伴う利益剰余金の減
少、配当金の支払等により56億60百万円（前連結会計年度末比１億65百万円の減少）となり、自己資本
比率は前連結会計年度末の30.8％から28.7％となりました。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 
当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は４億42百万円

となり、前連結会計年度末と比較して78百万円の減少となりました。 
① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動により支出した資金は12億18百万円(前年同四半期比７億99百万円の増加)となりました。こ
れは主に売上債権の増加及び法人税等の支払額の増加によるものであります。 
② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動により支出した資金は89百万円(前年同四半期は５百万円の獲得)となりました。これは主に
有形固定資産の取得による支出によるものであります。 
③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動により得られた資金は、12億28百万円(前年同四半期比５億72百万円の増加)となりました。
これは主に短期借入れ、社債の発行による収入及び長期借入金の返済によるものであります。 

  

業績は概ね当初予想した状況で推移しており、平成22年７月30日発表の第２四半期連結累計期間及び通
期の連結業績予想につきましては、変更ありません。 

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①簡便な会計処理 

固定資産の減価償却の方法 

定率法を採用している資産については連結会計年度に係る減価償却費の額を期間案分して算定する

方法によっております。 

②特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

会計処理基準に関する事項の変更 

(資産除去債務に関する会計基準の適用) 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成

20年３月31日)を適用しております。 

これにより、営業損失及び経常損失はそれぞれ７千円、税金等調整前四半期純損失は18,310千円増

加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は18,380千円でありま

す。 

  

表示方法の変更 

(四半期連結損益計算書関係) 

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等

規則等の一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第１四半期

連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 821,742 932,051

受取手形及び売掛金 2,835,454 2,172,413

商品及び製品 575,676 365,888

仕掛品 465,663 262,323

原材料及び貯蔵品 1,208,864 1,362,673

その他 198,850 171,225

貸倒引当金 △7,243 △9,378

流動資産合計 6,099,009 5,257,197

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,056,794 5,125,867

機械装置及び運搬具（純額） 1,977,012 1,975,393

工具、器具及び備品（純額） 156,691 159,594

土地 4,169,808 4,169,808

リース資産（純額） 26,542 10,250

建設仮勘定 4,987 4,987

有形固定資産合計 11,391,837 11,445,900

無形固定資産 232,733 234,054

投資その他の資産

投資有価証券 1,457,655 1,432,539

その他 592,942 594,417

貸倒引当金 △68,829 △69,467

投資その他の資産合計 1,981,769 1,957,489

固定資産合計 13,606,340 13,637,444

資産合計 19,705,349 18,894,642

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,565,773 1,278,763

短期借入金 7,111,625 6,044,623

未払法人税等 11,225 727,515

賞与引当金 199,603 92,994

役員賞与引当金 － 14,400

未払金及び未払費用 1,099,473 1,170,847

その他 163,975 169,093

流動負債合計 10,151,676 9,498,237

固定負債

社債 500,000 －

長期借入金 2,682,988 2,915,410

退職給付引当金 738 685

役員退職慰労引当金 426,205 417,764

その他 283,219 236,682

固定負債合計 3,893,150 3,570,542

負債合計 14,044,826 13,068,780
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 940,000 940,000

資本剰余金 650,000 650,000

利益剰余金 3,916,376 4,090,817

自己株式 △15,750 △15,750

株主資本合計 5,490,626 5,665,067

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 169,896 160,794

評価・換算差額等合計 169,896 160,794

純資産合計 5,660,523 5,825,862

負債純資産合計 19,705,349 18,894,642
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日

 至 平成21年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日
 至 平成22年９月30日)

売上高 5,915,565 6,075,497

売上原価 4,275,036 4,598,628

売上総利益 1,640,529 1,476,868

販売費及び一般管理費 1,517,700 1,589,092

営業利益又は営業損失（△） 122,829 △112,223

営業外収益

受取利息 469 212

受取配当金 2,551 3,449

受取賃貸料 5,694 5,607

受取手数料 6,291 13,175

雑収入 9,068 10,983

営業外収益合計 24,074 33,428

営業外費用

支払利息 41,676 32,031

雑損失 184 7,976

営業外費用合計 41,861 40,008

経常利益又は経常損失（△） 105,043 △118,803

特別利益

固定資産売却益 1,217 5

投資有価証券売却益 － 791

貸倒引当金戻入額 6,096 2,488

受取保険金 － 7,098

特別利益合計 7,313 10,384

特別損失

固定資産除却損 7,281 1,777

投資有価証券評価損 － 429

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 18,303

特別損失合計 7,281 20,509

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△） 105,075 △128,929

法人税、住民税及び事業税 75,555 7,237

法人税等調整額 △190,395 △35,867

法人税等合計 △114,840 △28,630

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △100,298

四半期純利益又は四半期純損失（△） 219,915 △100,298
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
 至 平成21年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年７月１日

 至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

105,075 △128,929

減価償却費 254,004 238,977

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 18,303

のれん償却額 938 938

貸倒引当金の増減額（△は減少） △35,440 △2,773

賞与引当金の増減額（△は減少） 87,687 106,609

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △14,400

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,461 8,440

受取利息及び受取配当金 △3,020 △3,661

支払利息 41,676 32,031

固定資産売却損益（△は益） △1,217 △5

固定資産除却損 7,281 1,777

売上債権の増減額（△は増加） △459,556 △662,687

たな卸資産の増減額（△は増加） △464,208 △259,319

仕入債務の増減額（△は減少） 330,318 287,010

その他 △88,877 △133,368

小計 △215,877 △511,057

法人税等の支払額 △203,067 △707,176

営業活動によるキャッシュ・フロー △418,945 △1,218,234

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 27,618 31,894

有形固定資産の取得による支出 △21,993 △116,513

有形固定資産の売却による収入 1,278 50

投資有価証券の取得による支出 △1,457 △14,514

投資有価証券の売却による収入 － 13,100

利息及び配当金の受取額 3,822 4,525

その他 △3,893 △7,613

投資活動によるキャッシュ・フロー 5,374 △89,071

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 80,500 1,090,000

社債の発行による収入 － 500,000

長期借入れによる収入 1,000,000 －

長期借入金の返済による支出 △330,458 △255,420

利息の支払額 △42,286 △31,483

配当金の支払額 △50,979 △74,142

その他 △292 △63

財務活動によるキャッシュ・フロー 656,482 1,228,890

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 242,911 △78,415

現金及び現金同等物の期首残高 253,219 521,237

現金及び現金同等物の四半期末残高 496,131 442,822
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該当事項はありません。 

  

(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17

号  平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適

用指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

①  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象とな

っているものであります。 

当社は主として食品製造販売を行っており、製造品目は魚肉すり身を主原料とする「水産練製品・

惣菜」と「きのこ類」に大別されております。 

従って、当社グループは製品別のセグメントから構成されており「水産練製品・惣菜事業」「きの

こ事業」の２つを報告セグメントとしております。 

  

②  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日) 

 
(注)１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送・倉庫事業、ゴルフ場事業

を含んでおります。 

２  セグメント利益の調整額△874千円は、主にセグメント間取引消去であります。 

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他 
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３

水産 
練製品・ 
惣菜事業

きのこ事業 計

売上高

外部顧客への売上高 5,075,666 895,282 5,970,948 104,549 6,075,497 ─ 6,075,497

セグメント間の内部売上高 
又は振替高

─ ─ ─ 355,998 355,998 △355,998 ─

計 5,075,666 895,282 5,970,948 460,547 6,431,496 △355,998 6,075,497

セグメント利益又は損失(△) △221,716 109,280 △112,436 1,087 △111,349 △874 △112,223

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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